
  大阪市社会福祉研修・情報センターからのお知らせ  

◆提供していただきました個人情報につきましては、名簿の作成、資料の送付等研修事業の運営のためにのみ使用し、他の目的で使用したり、 

第三者へ提供することはありません。 

社会福祉講演会 (第 3 回)  

 

             
             

           講師: 富和清隆(東大寺福祉療育病院 副院長)  

           7 月 14 日(木) 午後２時～４時(受付１時 30分～) 
            大阪市社会福祉研修・情報センター 大会議室（５階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆募集人員  1５０人（先着順）                    

◆申込方法  ＦＡＸまたはホームページから  

 お申し込みください。  

◆申し込まれた方は、当日開始時間の 5 分前まで 

 に直接、会場にお越しください。 

 （定員を超過し、参加できない場合のみご連絡いたします） 

◆申込締切  7 月 12 日(火)   

◆申込・問合せ先・会場 

 大阪市社会福祉研修・情報センター 

 〒557-0024 大阪市西成区出城 2-5-20 

 http://www.wel-osaka.jp/                           

 TEL（06）4392-8201   

 FAX（06）4392-8272  

                                              
≪社会福祉講演会 申込書≫  FAX ０６－４３９２－８２７２ （切取らずにこのままＦＡＸでお送りください） 
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備考欄 
車いす使用の方、手話通訳、拡大文字資料などが必要な方は、その旨ご記入ください。 

 

レスパイトとは、「介護者の休息」を意味します。親が元気になれば、子どもも元気になります。在宅医療を必

要とする子どもが増え、その必要性は高まるばかりです。しかし、いつもと異なった環境では、子どもにとって、

つらい経験にもなりえます。難病や障害の子どもとその家族がともに休息し、生きる喜びを一緒に発見すること

を目指した新しいレスパイト、「親子レスパイト」が、各分野の専門家とボランティアが協力した取り組みによ

り、東大寺境内で始まりました。家族や地域の絆が弱まりつつあるなか、親子レスパイトの活動は社会にとって

も確かな光になります。まだ新しい支援の取組みについて、富和先生からお話を伺います。 

 

    

 

【講師プロフィール】 

京都大学医学部卒後、京都大学附属病院勤務。ロンドン大

学神経研究所、ロンドン小児病院にて神経遺伝学の研究。

昭和63年滋賀県立小児保健医療センター開設に参加、地域

保健と小児医療の連携、大阪市立総合医療センターで障害

児医療と教育の連携を進める。平成 18 年より京都大学医学

研究科教授、平成 22 年より現職。奈良小児在宅医療支援ネ

ットワーク会長。奈良親子レスパイトハウス代表理事。 

 

  

 

 

（交通のご案内）●ＪＲ環状線・大和路線「今宮」駅（西出口）から徒歩約１０分 

●地下鉄四つ橋線「花園町」駅（２号出口）から徒歩約１５分 


